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江原小学校開校70周年

江
原
小
学
校

校
長

根
来

郁
明

江
原
小
学
校
は
、
今
年
、
開
校
七
十
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
中
野
区
、
中
野
区
議

会
、
中
野
区
教
育
委
員
会
、
並
び
に
地
域

の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
関
係
者

の
皆
様
に
温
か
く
見
守
ら
れ
、
開
校
七
十

周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校
生
活
に

大
き
な
期
待
を
も
ち
、
楽
し
く
学
び
、
集

団
の
中
で
個
性
を
伸
ば
し
、
自
ら
の
夢
の

実
現
に
向
け
て
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
い
く
こ

と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

五
年
後
、
十
年
後
、
さ
ら
に
そ
の
先
の

未
来
に
向
か
っ
て
、
力
強
く
歩
み
出
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
「
江
原
小
学
校
の

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
」
、
「
江
原
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
」
、

江
原
小
学
校
に
関
係
す
る
全
て
の
方
々
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

江
原
小
学
校

六
年
生

香
月

音
哉

江
原
小
学
校
に
は
、
楽
し
い
友
達
や
優

し
い
先
生
方
が
た
く
さ
ん
い
て
、
今
年
も

い
っ
ぱ
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

心
に
残
っ
て
い
る
の
は
運
動
会
で
す
。
一

つ
の
こ
と
を
み
ん
な
で
作
り
上
げ
た
時
の

感
動
や
達
成
感
は
、
こ
れ
か
ら
も
き
っ
と

忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
江
原
小

学
校
は
今
年
開
校
七
十
周
年
も
迎
え
ま
し

た
。
江
原
小
の
歴
史
や
伝
統
、
人
々
の
思

い
に
触
れ
、
そ
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
誇

ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
、
多
く
の
仲
間
や
先
生
方
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
と
共
に
、
素
晴
ら
し

い
江
原
小
学
校
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

江
原
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

宮
本

あ
か
ね
・
鈴
木

め
ゆ

江
原
小
の
子
ど
も
た
ち
並
び
に
近
隣
学
校

の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
る
成
長
に
、
い

つ
も
ご
尽
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

創
立
七
十
周
年
の
年
に
会
長
を
さ
せ
て
い
た

だ
け
る
喜
び
を
噛
み
締
め
て
日
々
準
備
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
共
に
作
り
上
げ
た
折
り
紙

ア
ー
ト
の
完
成
時
に
見
た
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
は
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
一
生
の
宝

物
に
な
り
ま
し
た
。
正
門
の
所
か
ら
少
し
距

離
は
あ
り
ま
す
が
、
ピ
ロ
テ
ィ
に
飾
っ
て
あ

り
ま
す
の
で
江
原
小
の
前
を
通
っ
た
時
に
は

ぜ
ひ
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
の
全
て
の
卒
業
生
や
先
生
、
地

域
の
方
々
へ
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
最
高
の
思
い
出
の
日
に
な
る
よ

う
、
周
年
を
機
に
改
め
て
み
な
さ
ま
と
団
結

で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
が
溢
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守

っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
と
幸
い
で
す
。

折り紙アート
児童の作品から選ばれた虹のデザインと
開校70周年キャラクター「えはらっこ」

昭和27年に開校した江原小学校は、今年開校70周年を迎えました。
これからも歴史と伝統は、子どもたちに引継がれていきます。

昭和35年（1960年）の校舎

現在の校舎

開
校
七
十
周
年
を
迎
え
て

マスコットキャラクター
「えはらっこ」

たくさんの感謝を込めて、その想いを大空へ風船を放ちました！

祝

「
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
」
（
11
月
12
日
）

千
葉
県
各
地
か
ら
届
い
た
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
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キッズ・プラザ江原開設

昭和２７年
(1952)年
４月５日

昭和５２年
(1977年)
１０月１８日

平成３１年
(2019年)
４月１日

昭和３２年
（1957年）
８月６日

開校
江古田小学校より児童受入及び入学式

プール竣工

新校舎落成記念式典挙行

わかば学級開級

中野区立
江原小学校
７０周年江原小学校の

想い出
～卒業生の声～

平成13年卒業
緑がいっぱいの校庭で豊かに育ちました。
ありがとう江原小！（ベトナム在住）

昭和30年頃 昭和34年卒業
校門が江原公園信号機のところにあった。
校門を出たところに鉄砲や竹トンボのお
もちゃ売りがいた。粘土を型押しして粉
や色付けして出来映えで点数が貰えた。

昭和57年 昭和60年卒業
30周年時4年生で、クラスごとに10数ｍの
龍を段ボールで作り、学校の周りを練り
歩いたことをよく覚えています。

昭和33年 小学2年生
運動会で「はだしたび」を履くのが
嬉しかった。※たびで運動会をする
のは江原小だけだったようです。

昭和53年卒業
朝から放課後まで時間があれば
音楽室！合唱三昧な日々でした。

昭和62年頃 平成元年卒業
転校で江原小に来るとお母さんたちの登校の見守り
に肩の力が抜けました。子どもなりに気を張ってい
たようでのびのび楽しい毎日になりました。

平成１９年
(2007年)
４月１日

現在
令和４年
（2022年）

開校当時の校舎と校庭
校舎は木造２階建てでした。

在校生数
開校時 647名

在校生数・最高時
昭和34年 1,242名

在校生数
現在 500名（10/31現在）

第
46
回
江
古
田
地
区
ま
つ
り

10
月
15
日
・
16
日
・
20
日
に
開

催
さ
れ
た
江
古
田
地
区
ま
つ
り
は
、

約
７
０
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
感
染
症
対
策
を

し
な
が
ら
、
地
域
の
子
ど
も
か
ら

大
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
て
地
域
交
流
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。「お茶会」と「模擬店」

３年ぶりに開催した

「こどもまつり」
こどもの広場

「作品展」
手作りの編み物

「ゲートボール大会」

案内板は、みんな
で作りました。

昭和30年頃 昭和34年卒業
校舎の周りの敷地内にお茶の木が植えて
あり、みんなで茶摘みをして業者が加工
し給食でそのお茶を飲んだ。

昭和53年卒業
校舎建替えの時のプレハブ校舎。
新校舎の屋上での朝マラソン。

平成28年卒業
図書室やホッとルーム・・・
居心地のいい場所がいっぱいだった。

昭和29年卒業
開校当時、校庭は畑の後で畝っていたので、
校長先生がローラーをかけて平にしていた。
行事がある時はみんなでローラーをかけた。

（現 第２校庭は畑だった）
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４Pクイズの答え②みずのとう公園： 2023年は十干（じっかん）と十二支（じゅうにし）を組み合わせた干支（えと）で「癸卯：みずのと・う」の年。60年に一回まわってきます。

新
江
古
田
今
昔
（四
十
一
回
）

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会

活

動

報

告

【
会
議
】

役
員
会
、
町
会
長
会
議

10
月
13
日
・

11
月
11
日

広
報
部
会

10
月
28
日
・
11
月
11
日

事
業
部
会

10
月
27
日
・
11
月
17
日

【
事
業
】
（
通
年
事
業
）
健
康
体
操
、

シ
ニ
ア
ヨ
ガ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
体
操
、
ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
童

謡
教
室

■
ち
い
さ
な
お
は
な
し
会

10
月
29
日
（
土
）

東
京
子
ど
も
図
書
館

に
よ
る
、
絵
本
の
よ
み

き
か
せ
等
。

■
ボ
ッ
チ
ャ
教
室

11
月
10
日
（
木
）

講
師
よ
り
勝
つ
為
の

戦
術
に
つ
い
て
。

も

よ

お

し

案

内

＠
Ｅ
ｇ
ｏ
ｔ
ａ

第
５
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

片
山
村
の
変
遷

明
治
維
新
の
管
轄
機
構
に
は
目
ま

ぐ
る
し
い
程
の
変
化
が
あ
っ
た
。

明
治
元
年
に
は
江
戸
は
東
京
と

な
っ
て
、
武
蔵
県
と
称
え
、
更
に
小

菅
県
、
大
宮
県
、
品
川
県
に
三
分
さ

れ
、
片
山
村
は
品
川
県
の
所
属
で

あ
っ
た
。

明
治
四
年
十
一
月
小
菅
県
、
品
川

県
を
廃
し
、
東
京
府
に
分
併
し
、
翌

五
年
東
多
摩
郡
を
神
奈
川
県
に
編
入

し
た
が
、
同
年
八
月
再
び
東
京
府
に

復
帰
し
た
。

明
治
四
年
六
月
東
京
が
朱
引
改
正

の
際
朱
引
外
を
六
大
区
に
分
け
た
の

で
あ
っ
た
が
六
年
三
月
、
六
区
制
を

改
定
の
際
こ
れ
を
改
め
、
江
古
田
、

片
山
、
上
鷺
宮
、
下
鷺
宮
、
の
四
ケ

村
は
第
八
大
区
七
小
区
と
な
っ
た
。

明
治
十
一
年
十
一
月
大
小
区
制
は

廃
止
に
な
っ
て
、
東
多
摩
郡
を
復
唱

す
る
よ
う
に
な
り
、
前
記
四
ケ
村
併

合
し
て
戸
帳
役
場
を
設
け
、
初
代
戸

長
は
江
古
田
村
の
山
﨑
松
太
郎
氏
で

あ
っ
た
。
明
治
十
七
年
片
山
村
は
江

古
田
村
に
合
併
し
た
の
で
、
三
ケ
村

の
戸
帳
役
場
と
な
っ
た
。

明
治
二
十
二
年
町
村
制
施
行
の
際
、

新
井
、
上
高
田
、
上
沼
袋
、
下
沼
袋
、

の
四
ケ
村
の
戸
帳
役
場
と
合
併
し
て
、

野
方
村
と
改
め
、
山
﨑
喜
兵
衛
氏
が

初
代
の
村
長
と
な
っ
た
。

明
治
二
十
九
年
四
月
一
日
東
多
摩

郡
と
南
豊
島
郡
と
を
合
せ
て
、
豊
多

摩
郡
と
改
め
ら
れ
た
。

大
正
十
三
年
四
月
一
日
町
制
を
施

行
し
て
、
野
方
町
と
称
し
、
昭
和
七

年
十
月
一
日
市
郡
合
併
に
よ
り
野
方

町
と
中
野
町
は
合
併
し
て
、
中
野
区

と
な
っ
て
今
日
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

「
わ
が
さ
と
片
山
の
栞
」

熊
沢

宗
一
著

昭
和
30
年
12
月
発
行
よ
り
抜
粋

※

片
山
村-

-
-

現
在
の
松
が
丘

■
読
書
ゆ
う
び
ん

読
ん
で
つ
な
げ
る

心
の
バ
ト
ン
２
０
２
２

最
近
読
ん
だ
本
の
中
で
「
だ
れ
か

に
読
ん
で
欲
し
い
な･･･

」
と
思
っ
た

一
冊
を
紹
介
す
る
『
読
書
ゆ
う
び

ん
』
。
今
年
も
小
中
学
生
を
中
心
に

８
０
０
通
を
超
え
る
素
敵
な
作
品
が

届
き
ま
し
た
。

作
品
は
、
12
月
１
日
（
木
）
ま
で

１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
12
月
よ
り
応
募
を
開
始

【
応
募
期
限
】
令
和
５
年

２
月
28
日
（
火
）

【
発
表
予
定
】
令
和
５
年
３
月

【
テ
ー
マ
】
江
古
田
・
江
原
町
・
松

が
丘
の
行
事
や
四
季
の
彩
な
ど
の
写

真
（
組
写
真
・
合
成
写
真
は
不
可
）

【
部
門
】
こ
ど
も
（
小
学
生
以

下
）
・
一
般
（
中
学
生
以
上
）

【
賞
】
部
門
ご
と
に
選
ば
れ
た
入
賞

者
に
は
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈

【
応
募
方
法
】
Ａ
4
サ
イ
ズ
プ
リ
ン

ト
写
真
に
、
応
募
用
紙
を
添
え
て
持

参
ま
た
は
郵
送
、
も
し
く
は
、
画
像

デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
添
付
（
形
式
は
Ｊ

Ｐ
Ｅ
Ｇ
、
サ
イ
ズ
は
5
Ｍ
Ｂ
以
内
）

一
人
１
点
・
未
発
表
作
品
に
限
る

※

メ
ー
ル
で
応
募
の
際
は
、
応
募
部

門
、
作
品
タ
イ
ト
ル

、
撮
影
場
所

、

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
連
絡
先
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
書
き
添
え
て
く

だ
さ
い
。

送付先メールアドレス
nakano_egota@lagoon.ocn.ne.jp

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
防
災

～
み
ん
な
で
体
験
で
き
る
防
災
～

【
日
時
】
12
月
４
日
（
日
）

午
後
２
時
～
４
時

【
場
所
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

1
階
ロ
ビ
ー
、
レ
ク
ホ
ー
ル

【
内
容
】
通
報
訓
練
、
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

体
験
、
ク
イ
ズ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
在
宅
避

難
等

●
江
原
町
２
丁
目
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
通
り

商
友
会
主
催
の
「
防
災
イ
ベ
ン
ト
」

同
時
開
催
予
定
：
予
告
な
く
変
更
あ
り

【
内
容
】
起
震
車
体
験
、
初
期
消
火
、

煙
体
験
等
（
雨
天
中
止
）

■
ボ
ッ
チ
ャ
教
室

誰
で
も
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、

初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

【
日
時
】
12
月
８
日
（
木
）
、
令
和
５
年

１
月
12
日
（
木
）
午
後
２
時
～
４
時

【
場
所
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

１
階
レ
ク
ホ
ー
ル

【
定
員
】
25
名

事
前
申
込
先
着
順

「読書ゆうびんスペシャル展示」in江古田図書館

展示期間：1２月13日（火）～

令和5年1月15日（日）

※年末年始休館：12月29日～1月3日

問合せ：江古田図書館

☏3319-930１

たくさんのご応募
ありがとうございました！

■
ラ
ジ
オ
体
操
講
座

全
身
運
動
の

「
ラ
ジ
オ
体
操
」

正
し
い
動
作
で
効
果
を

上
げ
る
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
実
践
し
ま
す
。

【
日
程
】
12
月
22
日
（
木
）

午
後
１
時
半
～
３
時

【
場
所
】
江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

1
階

レ
ク
ホ
ー
ル

【
講
師
】
多
胡
肇
先
生

【
定
員
】
50
名

※

申
込
み
は
12
月
１
日
（
木
）
よ
り

先
着
順
・
江
古
田
地
域
在
住
の
方
限
定

も
よ
お
し
案
内
に
つ
い
て

【
参
加
費
】
無
料

【
詳
細
】

・
チ
ラ
シ
等
参
照

【
問
合
せ
・
応
募
先
】
江
古
田
区
民

活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

本
誌
１
面

HP

入賞作品

（江古田図書館☆マスコットキャラクター）

ししまる

えごたん



(4)

編
集
後
記

皆
さ
ん
「
コ
キ
ン
ち
ゃ
ん
あ
い
さ

つ
運
動
」
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
こ
」
心
を
こ
め
て
、

「
き
ん
」
近
所
の
人
た
ち
と
、

「
ち
ゃ
ん
」
ち
ゃ
ん
と
あ
い
さ
つ
し

よ
う
。
と
い
う
も
の
で
す
。

登
下
校
の
見
守
り
の
時
や
、
防
犯

対
策
の
観
点
か
ら
、
普
段
か
ら
あ
い

さ
つ
を
し
て
い
る
地
域
が
あ
る
と
新

聞
に
載
っ
て
い
ま
し
た
。

自
分
か
ら
声
を
か
け
る
に
も
、
勇

気
が
い
り
ま
す
よ
ね
。
で
も
心
の
こ

も
っ
た
あ
い
さ
つ
で
、
地
域
は
良
く

な
る
、
そ
し
て
守
れ
る
と
信
じ
て
、

私
は
あ
い
さ
つ
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は
！

〔
水
本

記
〕

2
月
号
は
1
月
25
日
発
行
予
定

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

■
資
源
・
ご
み
収
集
休
業
期
間

令
和
４
年
12
月
31
日
（
土
）
～

令
和
５
年
1
月
3
日
（
火
）

年
末
年
始
は
、
ご
み
が
多
く
な
り

ま
す
の
で
、
収
集
時
間
が
普
段
と
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

必
ず
、
朝
８
時
ま
で
に
お
出
し
く

だ
さ
い
。

■
施
設
休
業
期
間

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
江

古
田
地
域
事
務
所
お
よ
び
管
内
の
施

設
（
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家
、
江

古
田
図
書
館
、
松
が
丘
シ
ニ
ア
プ
ラ

ザ
）
は
、
以
下
の
期
間
休
業
と
な
り

ま
す
。
詳
細
は
各
施
設
へ
お
問
い
合

わ
せ
を
。

令
和
４
年
12
月
29
日
（
木
）
～

令
和
５
年
1
月
3
日
（
火
）

2
月
利
用
分

12
月
19
日
（
月
）

３
月
利
用
分

1
月
16
日
（
月
）

地
元
団
体

９
時
か
ら

一
般
団
体

10
時
半
か
ら

【
問
合
せ
】

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
受
付

☎
（
３
９
５
４
）
６
８
１
１

集

会

室

の

抽

選

60
歳
以
上
の
区
民
の
方

各
会
場
先
着
14
人
ま
で

①

江
古
田
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

12
月
27
日
、
1
月
24
日

午
前
９
時
半
～
午
後
４
時
半

毎
月
第
４
火
曜
日

☎(

３
９
５
４)

６
８
１
１

②

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家

12
月
16
日
、
1
月
20
日

午
前
９
時
半
～
午
後
４
時
半

毎
月
第
３
金
曜
日

☎(

３
９
５
４)

６
７
５
５

③

松
が
丘
シ
ニ
ア
プ
ラ
ザ

12
月
22
日

、
1
月
26
日

午
前
９
時
半
～
午
後
３
時
45
分

毎
月
第
４
木
曜
日

☎(

５
３
８
０)

５
７
６
１

参
加
費

９
０
０
円

【
予
約
方
法
】
事
前
予
約
受
付
無
し

①
②
当
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
3
時

半
迄
、
会
場
へ
の
電
話
受
付
の
み
。

③
当
日
午
前
９
時
か
ら
窓
口
受
付
、

９
時
半
か
ら
電
話
受
付
も
可
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
為
、
体
調
や
体
温
（
37
度
以

下
）
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
、
タ
オ
ル
（
ま
た
は

て
ぬ
ぐ
い
）
２
本
と
バ
ス
タ
オ
ル
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

三

療

サ

ー

ビ

ス

も

よ

お

し

案

内

み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家

ごみのん
中野区減量キャラクター

頭
の
体
操

★
答
え
３
ペ
ー
ジ

◎
地
下
ホ
ー
ル
の
床
工
事
実
施
中
。

工
事
期
間
中
は
、
地
下
ホ
ー
ル
の
利

用
を
休
止
し
ま
す
。

利
用
休
止
期
間
：
12
月
7
日(

水)

ま

で
の
予
定
。
（
工
程
等
に
よ
り
期
間

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
工
作
タ
イ
ム
「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
を
作
ろ
う
」

【
日
時
】
12
月
10
日
（
土
）

午
後
2
時
～
午
後
3
時
半

【
対
象
・
定
員
】
小
学
生

10
名

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
】
11
月
30
日
（
水
）
か

ら
、
参
加
す
る
人
が
直
接
ふ
れ
あ
い

の
家
で
申
込
み
。
電
話
申
込
み
と
区

外
在
住
の
人
は
、
12
月
7
日
（
水
）
か

ら
開
館
時
間
に
受
付
。

■
フ
ラ
公
開
交
流
講
座

【
日
時
】
12
月
16
日
（
金
）

午
後
１
時
半
～
午
後
2
時
半

【
会
場
】
１
階

遊
戯
室

【
対
象
・
定
員
】
大
人
の
方

15
名

（
中
野
区
在
住
優
先
）

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
】
受
付
中
。
直
接
ふ
れ

あ
い
の
家
で
、
ま
た
は
電
話
で
、
開

館
時
間
に
受
付
。

※

く
わ
し
く
は
、
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ

い
の
家
の
お
た
よ
り
、
ポ
ス
タ
ー
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
み
ず
の
塔
ふ
れ
あ
い
の
家

（
江
古
田
１-

９-

24
）

☎
（
３
９
５
４
）
６
７
５
５

問
題来

年
（
２
０
２
３
年
）
は
、
こ
の

公
園
に
集
合
。

ど
こ
の
公
園
？

次
の
公
園
か
ら
答
え
な
さ
い
。

①
江
古
田
公
園

②
み
ず
の
と
う
公
園

③
哲
学
堂
公
園

④
こ
ぐ
ま
公
園

ヒ
ン
ト
は
、
甲
子
園
球
場
・

戊
辰
戦
争
の
年

哲

学

堂

公

園

■
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
キ
ッ
ト
販
売

※

単
発
事
業

【
内
容
】
公
園
内
で
採
れ
た
植
物
な

ど
自
然
物
を
使
っ
た
、
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
の
キ
ッ
ト
を
販
売※

キ
ッ
ト

が
完
売
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

【
日
時
】

12
月
3
日
（
土
）
9
時
～

【
場
所
】
哲
学
堂
公
園
管
理
事
務
所

2
階

【
対
象
】
ど
な
た
で
も

【
料
金
】
１
０
０
０
円
／
１
個

20
個
限
定

■
健
康
体
操
教
室

【
内
容
】
毎
日
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る

軽
体
操
の
教
室

【
日
時
】

12
月
5
日
・

19
日
（
月
）

午
前
9
時
～
10
時
半

毎
月
第
1
・
3
月
曜
日

【
場
所
】
弓
道
場

【
定
員
】
20
名

【
対
象
者
】
主
に
高
齢
者
の
方

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
／
回

■
マ
マ
フ
ィ
ッ
ト

【
内
容
】
産
後
マ
マ
対
象
の
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
教
室

【
日
時
】

12
月
5
日
・

19
日
（
月
）

午
前
11
時
～
12
時

祝
日
除
く
毎
月
第
1
・
3
月
曜
日

【
場
所
】
弓
道
場

【
定
員
】
20
名

【
対
象
者
】
産
後
マ
マ

【
参
加
費
】
8
０
０
円
／
回

【
問
合
せ
】
哲
学
堂
公
園
事
務
所

（
松
が
丘
１-

34-

28
）

☎
（
３
９
５
１
）
２
５
１
５

※

マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
為
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
が
中

止
や
延
期
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
催
状
況
な
ど
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
Ｈ
Ｐ
や
各
催
し
物
の
担
当
へ
電

話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
カ
ー
ド
預
か
り
ま
す
」

と
い
う
電
話
は
詐
欺
で
す
。

す
ぐ
に
警
察
に
相
談
を
！

野
方
警
察
署

☎(
３
３
８
６)

０
１
１
０


